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鹿児島に分布する火砕流堆積物と溶結凝灰岩の石材

大木公彦1 )

1)891-0197鹿児島市坂之上8-34-1鹿児島国際大学

ることが難しく，調査した石材に限界と偏りがあるこ

とを断っておく．

はじめに

鹿児島には数多くの石造物が存在している．その多

くは近代化の名のもとに取り壊されてしまったが，一

部は貴重な文化遺産として保存されている． これらの

石造物の石材が切り出された石切場も，時代とともに

閉鎖され，今ではその場所すらわからなくなっている

ものがほとんどである．鹿児島の石の文化に言及し、

石材や石切場に触れた本に, 1995年に出版された平

田信芳氏の「石の鹿児島」があるしかし，その石材

がどのような地層から切り出されたかまでは触れてい

ない平田氏は、鹿児島大学の東洋史学科を卒業され

ていることから考えれば当然のことと言えよう．石材

を地質学的に捉えた論文に横田(1996)がある．おも

に甲突川の石橋の石材と， 甲突川沿いの石切場および

吉野台地の石切場の岩石との関係を論じたものである

が，岩石を様々な視点から分類し，地学と社会の接点

の大事さを指摘していることは，文化財保護の観点か

らも重要である．

筆者は， 甲突川沿いの地域と吉野台地を含む鹿児

島市北部地域の地質調査（大木・早坂, 1970;大木．

1974)を1960年代後半から1970年代前半に行ったが，

その時期には磯の琉球人松や甲突川沿いの伊敷，花野

口．河頭．小山田，郡山では採石が行われていたそ

の後，鹿児島県に分布する第四系の地質について調査

を続け，石材として使われた多くの火砕流堆積物の層

位関係や分布を明らかにしてきた（鈴木ほか1985；

大木ほか, 1990:佐藤ほか, 2000;大木2010;大木・

湯浅2012) 本論では，鹿児島県下で石材として切

り出された溶結凝灰岩を伴う火砕流堆積物と石造物に

使用されている石材との対比について報告するなお、

石造物の多くが貴重な文化財で， ルーペなどによる肉

眼鑑定以上の調査が不可能であるため，石材を特定す

鹿児島の火砕流堆積物

日本には‘過去50万年間に大規模火砕流を噴出し

たカルデラが9つ知られている．その内の4つは北海

道，東北地方にあり，残りの5つが九州にある九州

では世界ジオパークに認定された阿蘇カルデラが有名

であるが．残りの4つのカルデラは南九州にある．北

図1 南九州の4大カルデラ
（宇宙航空研究開発機柵の原図に加笠）

17



大木公彦

ご由一一一一一一一一一一

一一一一~ー→戸戸Pーー印一一
一

彫 鞠一一 一再 一一 一.､-－－

凡 例
IP2宙画0

[~]蜜礁謝鍵……-暉幽

一筆財駕玲魯｡…－

1

，

=1
１
１

Ｆ

諒
塞

や

W－－－－－ 一‘. .･一一・一一一一‘．

1 ；鋤0，000

1髄5．3

b

O

ｍ
一

』
》
一

一
一
一
一
》
一
一
》

ロ
■
■
■
■

●

宮

■

。

Ｐ

皇

己

ｐ

ｑ

昼
一
本
、

。
～
ノ
ｔ
ｆ

嘩
毎
錘

主

誤

“
句
ｒ
■

夕

~一一

1～

～

詮窪 ■■一

灘
¥牙長認

ー竺

込
》

唾

'f ･
‐

△▲一一

幸

、
〉Ｉ

一

〆 ‐

‐
１
塚
正
応

■■

瀧今

■●0 恂

画凸 。

膿…一割

上''斬論

ノ
ー虎

、
・
苧
‐
，
荏・ｊ

今
鍛
Ｘ
遡
柵
ｊ

Ｅ

－
ｐ
哩
凸齢

ぬ

い
■
や
Ｆ
・

『

唖
や、

蘭
’
ｒ
、

唾
。 。■

●画

気

" .h"

溌菱、〆

二一_ ‐理ﾛ 。
幻､ﾀ中

可 ､一色■ 口■

鼻
ひ
も
凸

の

楓

室

～

'鐸～、『
哨

凸

但
辛 お鉦亀砺

判
G己a

一

噛
句

q＄，

0

ａ

げ
い

亀

曲

麟堕入零篭
F

1ー 一

■咽

甦
一
幸
‐
雲

軸

■
．

壷

《
幻

４
－

垂；7－
や-

気

●

｡●

i7
一

謬繩
Q ■

L－

p

●｡

咽
巳
』
●

鵜 画

11唾一戸-9 q

世
凸．Rマ

ー

■

e一

畷
⑪輯■

| ’
争

■－

F 今

～

弓

一

8－“

ア0・
ー

●

~

勾
敏
、
ｆ
寺
１
唾

ト

図2鹿児島県火砕流分布図（鈴木ほか，1985）
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鹿児島に分布する火砕流堆稲物と溶結凝灰岩の石材

<鹿児島県下に分布する火砕流〉絶
対 蔦
磁
気 薩摩半島 ， 北薩西部 ， 鹿児島市，北薩北部 ， 国分市 l 大隅半島
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(注）溶岩および早崎の両火砕流はこの表からは除いた。

N:正帯磁R:逆帯磁, I :中間帯磁

Ma:百万年

図3鹿児島県下に分布する火砕流（鈴木ほか， 1985）
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図4入戸火砕流に懸かる溶結凝灰岩犬飼滝 図5入戸火砕流溶結部に彫られた清水磨崖仏
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図6入戸火砕流に見られるフローユニット
霧島市芦谷

図7吉野火砕流溶結部に見られるフローユニット
鹿児島市磯

から、加久藤‘姶良，阿多鬼界のカルデラである（図

1)．それぞれのカルデラは現在も活動し、加久藤カ

ルデラには霧島山．姶良カルデラには桜島と若尊．阿

多カルデラには開聞岳と池田・山川，鬼界カルデラに

は薩摩硫黄島の活火山が存在する． 4つのカルデラが

最終的に形成された噴火は，加久藤カルデラが約35

万年前，阿多カルデラが約1 1万年前姶良カルデラ

が約2．9万年前，鬼界カルデラは縄文時代早期の7,300

年前と報告されている（町田・新井， 2003)

鹿児島県下に分布する過去300万年間の火砕流堆積

物の分布と層序は，鈴木ほか(1985)によってまとめ

られた（図2‘3)．鈴木ほか(1985)が報告した火砕

流堆積物は34におよぶが， 300～100万年前の火砕

流堆積物は薩摩半島と北薩西部地域および大隅半島で

知られている（図3) 100～50万年前の火砕流堆積

物の多くは鹿児島市北部に分布し，一部が鹿児島湾北

部沿岸地域(北薩北部)に分布している.南九州地域は‘

図2で示されるように，約11万年前に噴出した阿多

火砕流堆積物と約29万年前に噴出した妻屋・入戸火

砕流堆積物（いわゆるシラス）に広く覆われている

火砕流堆積物の多様な岩欄

火砕流堆積物は一様でないために地質を研究する者

にとっても難しく，非常に時間と労力を必要とする地

層と言えそうだ．したがって,石材を研究する者にとっ

て溶結凝灰岩はさらに難しく感じられているようであ

る例えば，姶良カルデラ周辺に分布する入戸火砕流

堆積物は，国分平野周辺ではいわゆるシラスと呼ばれ

る非溶結部であるが，それほど遠くない天降川流域で

は溶結して.場所によっては滝が懸かることもある(図

4)．一方で,南九州市川辺町にある清水磨崖仏(図5）

は,姶良カルデラから遠く離れているにもかかわらず．

入戸火砕流の溶結凝灰岩に彫られている

さらに火砕流堆積物は上下方向にも一様ではな

い．全体として1枚の火砕流堆積物のように見えて

も．短時間に繰り返し火砕流が流れて堆積してお

り，それぞれの火砕流をフローユニットと呼ぶ（図

6) それぞれのフローユニットには境界が認めら
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阿多火砕流堆積物中の炭化した立木図8下門火砕流溶結部のユータキシテイツク構造 図9

相が著しく異なり，火砕流堆積物を同定することは極

めて難しい火砕流堆積物が旧地形を覆う場合．そこ

に生えていた立木の有無で溶結度が異なる場合もある

ことが，複数の事例でわかっている． 図9は指宿スカ

イラインの工事現場に出現した，阿多火砕流堆積物の

熱によって炭化した立木であるが．木の周辺は非溶結

になっている

石材として切り取られた溶結凝灰岩は，石切場の位

置によっても岩相が異なることがあ17，徹底した地質

調査による火砕流堆積物の岩相の変化の把握が必要で

ある

れ．岩相に差異が認められることがある．鹿児島市磯

にある琉球人松の溶結凝灰岩はフローユニットの境界

が硬く，上下のユニットの風化が進んでいるために

突出してみえる（図7)．新鮮な崖では同じに見える

溶結凝灰岩も，風化するとフローユニットの石の性質

によって明瞭に差が生じ，一様でない溶結凝灰岩は石

工を困らせることになる．さらに,複数のフローユニッ

トが重なって1枚にみえる火砕流堆積物が，数年の時

間をかけて圧密と熱で溶結凝灰岩になる場合．下部は

基盤岩（下位の地層）へ熱を奪われ，上部は大気中へ

熱が放出されて非溶結になり， 中部のみが熱によって

溶結する場合が多い上方へ非溶結部～溶結部～非溶

結部に移り変わる，いわゆるサンドイッチ構造を示す

溶結の程度によって，含まれていた軽石が煎餅状に押

しつぶされ，横断面では横に引き延ばされた黒曜石の

縞状構造(ユータキシテイック構造)が現れる（図8)

さらに火砕流堆積物が堆積する前の谷部において層

厚が大きく，熱がこもって溶結するケースが多いこと，

溶結作用によって層厚が減少するために旧谷部の位置

において火砕流堆積物の表面が周辺に比べて著しく下

がり，雨水が集まって火砕流堆積物を浸食するため，

再び同じ位置に谷が発達することが大木･早坂(1973)

によって指摘されている言い換えれば，火砕流堆積

物の堆積前の谷とほぼ同じ位置に，堆積後も谷ができ

ることになる．

このように火砕流堆積物の岩相は，溶結～非溶結の

違いにとどまらず，溶結を伴う火砕流堆積物では上

下や側方へ，溶結度も含めてその性質が変化すること

は珍しくはないさらに噴出源からの距離や，火砕流

として流下する時の地形、水域の有無などによって岩

石材として使われた火砕流堆積物

鈴木ほか(1985)が報告した火砕流堆積物は､に

およぶが．その中で溶結凝灰岩を伴う12の火砕流名

とそれらの噴出年代および溶結凝灰岩の分布域を表1

に示す．噴出年代は，現段階で最も正しいとされてい

る値を示しており，今後．変わる可能性もある

鹿児島県下の石造物の石材名については．平田

(1995）に詳しいここでは代表的あるいは特徴的な

石造物について紹介する

1）伊作火砕流（荒牧・宇井， 1966）

鹿児島市中山町～伊作峠～日置市吹上町を通る伊作

断層（大木ほか､ 1990)に沿って．断層より北側の山

体の尾根部に分布する暗灰色を呈する強溶結凝灰岩

で，斜長石の斑晶が目立つユータキシテイック構造

は場所によって顕著で，角礫を含む約300万年前の

K-Ar年代が報告されている．

石材名と石切場：これまでに吹上町で石を切ったと

考えられる露頭を確認したが，その他の石切場，使わ
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表1．溶結凝灰岩を伴う火砕流堆積物，噴出年代，

分布域．

で，栃木県の「大谷石」に似ている．

石材名と石切場：石切場は姶良市加治木町二瀬戸に

ある． 「二瀬戸石」と呼ばれていたが，現在では「加

治木石」と呼び習わされている． 「二瀬戸石（白石)」

と「桃木野石（黒石)」を合わせて「加治木石」と呼

ばれていたが，後者が伝承されずに，現在では「二瀬

戸石」が「加治木石」と呼ばれていると，平田(1995)

によって報告されている．後述のように， 「桃木野石」

は阿多火砕流の溶結凝灰岩と考えられるので， 「二瀬

戸石」だけを「加治木石」と呼ぶ方が一般にはわかり

やすい．

石造物：姶良市加治木町には，加治木島津家屋形跡

をはじめ，多くの石塀，石蔵などに「加治木石」が使

われている．県の有形文化財に指定されている日木山

宝塔の石材は凝灰岩と言われているが，笠石と基盤の

石だけが「加治木石」で，梵字の刻まれた塔身の石材

は砂岩である（図Io).南九州の基盤をなす四万十累

層群の砂岩とは異なり， 内帯に所属する長島から諸浦

島天草諸島の古第三系の砂岩の可能性が高い． 「加

治木石」は，国の登録有形文化財に指定されている姶

良市重富の白金酒造の石蔵（図ll),鹿児島市山下町

の中央公民館の外壁にも使われている（図12).意外

な場所として，鹿児島市荒田にある鹿児島大学教育学

部正門に「加治木石」が使用されている．かつて旧帝

国ホテルの玄関に「加治木石」が使用されていると聞

いたが， 「加治木石」が「大谷石」に似ていることか

ら見間違えられた可能性もあり，愛知県の明治村に移

築されているホテル玄関の石材調査が待たれる．

5）下門火砕流（大木・早坂, 1970)

鹿児島市・北薩地域に分布している．下部は弱溶結

で灰白色～淡紅色，上部は強溶結で暗灰色を呈してい

る．ユータキシテイック構造は非常に顕著である（図

8)．特徴的に普通角閃石を含む．

石材名と石切場:石切場は，鹿児島市小山田，河頭，

花野口の甲突川沿い，姶良市と薩摩川内市の境界付近

にある真黒岳南麓にあり，比較的最近まで採石されて

いた. 1960年代後半に地質調査を行った際河頭地

域の石工は，下門火砕流の溶結凝灰岩が硬く綴密で，

磨くと光沢があることから「黒御影｣， 「河頭石｣， 「男

石｣，小山田地域の石工は同じ下門火砕流の溶結凝灰

岩を「小山田石」と呼んでいた.

石造物：鹿児島市西田町の甲突川に架かっていた西

れた石材は確認していない．

2）阿久根I火砕流（宮地， 1980）

阿久根市，薩摩川内市北西部の沿岸地域および出水

市に分布する．灰色を呈する強溶結凝灰岩で，斜長石

の斑晶が目立つ．ユータキシテイック構造が顕著で，

角礫を含む．

石材名と石切場：これまでに石切場，使われた石材

は確認していない．

3）川内火砕流（太田， 1971）

薩摩川内市，いちき串木野市， 日置市北部に分布す

る．下部は弱～強溶結で暗褐色，上部は強溶結で暗灰

色を呈する．溶結度および色の変化が著しく，ユータ

キシテイック構造も場所によっては見られる．

石材名と石切場：「碇山石」と呼ばれ，石切場は薩

摩川内市天辰町碇山にある．川内川下流の高江付近の

川岸近くに，溶結凝灰岩を切り出したと考えられる地

形が残されているが確証はない．

石造物：鶴丸城跡に建てられた黎明館の敷石に使わ

れている（平田, 1995).

4）鍋倉火砕流（大塚・西井上， 1980）

霧島市隼人から姶良市にかけて分布する国分層群に

挟在する．姶良市加治木町の蔵王岳麓の二瀬戸の狭い

地域に溶結凝灰岩が存在する．黄色を帯び，軽石を多

く含んで空隙が顕著である．硬度は低い．粟おこし状
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火砕流堆積物 噴出年代 分布域

船倉火砕流 約7,300年前 竹蝿・薩摩硫黄島

入戸火砕流 約29,000年前
霧島市・南九州市川辺・志布

志市

岩戸火砕流 約60,000年前 霧島市

福元火砕岩類 ？
● 術宿市山川町禍元周辺

阿多火砕流 約1l0,000年前
薩摩半島・大隅半島・鹿児島

湾奥部沿岸地域

加久藤火砕流 約350,000年前 北薩地域・鹿児島市北部

吉野火砕流 約540,000年前 鹿児脚市吉野台地

下門火砕流 約550,000年前
北薩地域・薩摩川内市・鹿児

胤市北部

鍋倉火砕流 約600,000年前 姶良市加治木

川内火砕流 約1,300,000年前
薩廉川内市･いちき串木ﾘf市．

Hfi市北部

阿久根I火砕流 約2,000,000年前
阿久根市･薩廉川内市北測部．

出水巾

伊作火砕流 約3,000,000年前 鹿児脚市南部・日侭市吹上町
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図11石蔵に使われた加治木石
姶良市璽富

図10 日木山宝塔
姶良市加治木町日木山

一

図13甲突川に架かる西田橋図12中央公民館の外壁に使われた加治木石
鹿児島市山下町

田橋の，擬宝珠のついた欄干に使用された（図13)

現在，西田橋は祇園之洲公園内の石橋公園に移築され

ている．淡紅色の石材は．島津氏玉里邸庭園内の石塔

に使われている

6）吉野火砕流（太田ほか， 1967）

吉野台地のみに分布し（図14),大木・早坂(1970)

は3枚の溶結凝灰岩（クーリングユニット）を識別し

た暗褐色～灰色を呈し，ユータキシテイック構造が

非常に顕著であるとくに吉野台地の花棚に分布する

上部溶結凝灰岩はユータキシテイック構造が発達して

いる．下門火砕流の溶結凝灰岩に似た岩相を示すが，

褐色を帯びていることや．普通角閃石が少ないことか

ら区別することができる．

石材名と石切場：江戸時代に鶴丸城と城下町の石垣

や石塀などに使われた石材は，城下町に近い吉野台地

南縁から切り出されたと考えられ，おもな産地であっ

た鹿児島市皷川町のたんたどの地名を取って「反田土

石」と呼ばれた雀ヶ宮落しを流下し滝の懸かる磯

■

図14吉野台地の地質
（茶：吉野火砕流；黄：入戸火砕流）
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図15福昌寺の島津斉彬の墓所
鹿児島市池之上町

図16いづろ通り角にある石灯籠
鹿児島市金生町

墨／一

一
一

繕靭
ノ

一一一－一ー

一

図17歩道に使われた花棚石
鹿児島市大竜町

図18鹿児島大学インフォーメーションセンターの

外壁に使われた「花棚石」
鹿児島市荒田

川近くの磯山下からも切り出したことが報告されてい

る（平田, 1995) 1960年代後半まで磯の琉球人松で

も採石が行われていた吉野台地の川上，花棚にも採

石場があり，それぞれ「川上石｣． 「花棚石」と呼ばれ

ているが，現在は． 「花棚石」のみが販売されている．

石造物：鶴丸城や．西南の役の弾丸跡が残る私学校

の石垣と石塀など，城山の南麓では「反田土石」の石

造物を多く見ることができるさらに島津氏の別邸で

あった磯仙巌園では多くの歴史的建造物に｢反田土石」

が使われている． ちなみに仙巌園裏山の崖の千尋巌の

文字は，吉野火砕流の溶結凝灰岩に刻まれている鶴

丸城から仙巌園へ至る古い町並みや．薩英戦争の舞台

にもなった海岸の砲台跡の周辺には｢反田土石｣を使っ

た石造物が多く残され．薩摩藩が石の文化によって支

えられていた実態を知ることができる島津氏の菩提

寺であった福昌寺の墓所の石垣．石塀，石灯籠もほ

とんどが「反田土石」である（図15). 鹿児島市の甲

突川に架かっていた五石橋で． もっとも下流にあった

武之橋は磯山下から切り出された吉野火砕流の溶結凝

灰岩である（平田, 1995). ちなみに他の4つの石橋

の橋脚は加久藤火砕流の溶結凝灰岩を使っている

鹿児島市市街地のいづろという地名は石灯篭の鹿児

島弁に由来しているいづろ通りの角にある石灯籠も

｢反田土石」で．かつては波止場にあったと記されて

おり （図16), そのためか風化が進んでいる．新しい

石材はおもに「花棚石」が使われており，南洲墓地へ

至る島津一門家の重富島津，今和泉島津の邸宅のあっ

た道路の歩道には「花棚石」が使われマンホールの

蓋も同じ石で統一されている（図17). さらに鹿児島

大学インフォーメーションセンターの外壁にも「花棚

石」が使われている（図18).

7）加久藤火砕流（有田， 1957）

北薩地域，鹿児島湾奥部沿岸地域から鹿児島市北部

まで分布している． また，大隅半島側は，霧島市から

福山町の姶良カルデラ壁と呼ばれている急|唆な崖に分

布している．天降川流域では溶結度が高く、暗灰色を
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呈しているが，その他の地域では明灰色で，最上部は

緑灰色の弱溶結凝灰岩である．鹿児島市郡山町では赤

色を帯びている．一般に溶結度および色の変化が著し

い． 明灰色の細粒級密な基質部からなり，斑晶はほと

んど目立たない．

石材名と石切場：加久藤火砕流の溶結凝灰岩は，北

薩地域に広く分布しているにもかかわらず，石切場や

石造物の情報がほとんどない石切場は鹿児島市の甲

突川流域に集中しており． 1960年代後半には伊敷町

から郡山町にかけて多くの石切場が存在し，その幾つ

かでは採石を行っていた． しかし，現在ではそのほと

んどが植生に覆われて辿り着くことができないまた，

甲突川支流である幸加木川．花野川．皆与志川，川田

川の両岸でも露頭が続き，石切場が存在していた．肥

田の名突（梅ケ淵）観音像も， この加久藤火砕流の溶

結凝灰岩に彫られている．

鹿児島市の小野高山名突，肥田付近で採石された

石は「小野石｣，あるいは下門火砕流の溶結凝灰岩に

比べて軟らかく粘りがあることから「女石」と呼ばれ

ていた平田(1995)には「肥田石｣， 「飯山石」の名

が出てくるが， これらも地域の地質から加久藤火砕流

の溶結凝灰岩と考えられる．鹿児島市の甲突川流域で

は，下位の下門火砕流堆積物と一緒に露出することが

多く．両者が採石できる石切場が河頭，小山田にあっ

た郡山町の甲突川流域にも加久藤火砕流の溶結凝灰

岩の採石場があり， 「郡山石」として切り出されてい

た.赤味を帯びた明灰色の溶結凝灰岩であることから．

研究者によって阿多火砕流として報告されたこともあ

る．

石造物：鹿児島市の甲突川に架かっていた五大石橋

の，上流側の4つの石橋（玉江橋，新上橋‘西田橋，

高麗橋）の橋脚には， 「女石」とも呼ばれた粘り気の

ある「小野石」が使用されている．すでに述べたが，

西田橋の欄干は， 「黒御影｣， 「男石」と呼ばれた下門

火砕流の溶結凝灰岩「河頭石」である（図13). 明治

後半に築かれた，五大監獄のひとつである鹿児島刑務

所（現鹿児島アリーナ所在地)，幕末に建てられた磯

仙巌園内にある集成館機械工場（現尚古集成館）の建

物も「小野石」を使っている（図19). 「小野石」は､

近くで採れる「河頭石」や「反田土石」に比べて硬く

なく，熱が伝わりにくいために室内の温度が外の気温

に強く影響されないことが利点として挙げられる．集

鱗
活

図19尚古集成館に使われた小野石
鹿児島市磯

成館機械工場だけは，裏山で採れる「反田土石」では

なく「小野石」を運搬し使った背景には，室内温度の

安定化にあった可能性がある採石場に近い旧島津氏

玉里邸では石塀に「小野石」を使っている

8）阿多火砕流(Matumoto,1943)

鹿児島県のほぼ全域に分布しているが．層厚が厚

く溶結している本火砕流の分布範囲は．鹿児島湾北

部沿岸地域より南である岩相はl.薩摩半島南部お

よび大隅半島の垂水市・鹿屋市以南の地域， 2.鹿児島

市北部から鹿児島湾北部沿岸へ至る地域および志布志

地域の． 2地域に大きく分けられる前者は暗褐色～

暗黒色赤味を帯びた灰色（淡紅色）で溶結度は高く、

ユータキシテイック構造が顕著である．阿多カルデラ

から西に遠く離れた南さつま市では，淡紅色を呈する

溶結凝灰岩の採石場が今でも稼動しているが， ここで

はユータキシテイック構造がほとんど見られない（図

20)後者は細粒均質な黒色凝灰岩から黒色溶結凝灰

岩で．ユータキシテイック構造はほとんど認められな

図20阿多火砕流の石切場
南さつま市栗野
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図21 花尾神社境内の丹後局の墓
鹿児島市花尾町 図22島津一門家献燈の燈籠

右：重富家：左：加治木家

示されておらず．石切場の情報収集は急務である霧

島市の国分平野周辺にも阿多火砕流堆積物が分布して

いるが．石切場と石材の話は確認できない志布志市

の夏井海岸に阿多火砕流の溶結凝灰岩が露出し、海

岸の崖には採石した跡が見られる（大木ほか. 2011)

迫田(1991)によると， 「黒石」の石材名で大量に切

り出されと報告されている． これらの石材は．薩摩半

島・大隅半島南部の阿多火砕流の溶結凝灰岩に比べて

黒色綴密で異質岩片が少なく，軽くて，指で軽くノッ

クすれば澄んだ金属音がすることから判別できるま

た，採石した時点では比較的軟らかく、細かい細工が

可能であるが．風雨にさらされると表面が硬くなる性

質を持つ風雨にさらされた石材の断面の観察から，

石材の表面にシリカの皮膜ができており，金属音もこ

の結果である可能性がある．

石造物:独特の赤味を帯びた「荒平石」は垂水市．

鹿屋市，錦江町の鹿児島湾沿いを走る国道・県道の石

塀に見ることができる．

「花尾石」は，花尾神社の境内で，丹後局の墓石（図

21)をはじめ，多くの墓石灯篭手水鉢などに使わ

れているまた．鹿児島市内の神社にある竜などの複

雑な彫りが施されている手水鉢の多くは「花尾石」の

系統の石，阿多火砕流の溶結凝灰岩である先述し

たように，近くで採れる「河頭石」や「反田土石」は

粗粒で硬く，彫りを施す際に欠ける可能性があるため

に微細な彫刻には適さない藤井(2014)は，鹿児島

市池之上町にある福昌寺の島津家墓所の石燈籠に着目

し，分類を行っている．その中で．島津重豪の墓所に

ある一門家の石燈篭の中で加治木島津のものだけが阿

多火砕流の溶結凝灰岩(図22)で加治木の｢桃木野石」

い一般に溶結度は低く、比重が軽い．非溶結部では

白色を呈する凝灰岩に変わることもある

石材名と石切場：阿多カルデラに近い地域として，

大隅半島の鹿屋市古江から錦江町大根占へ至る海岸に

阿多火砕流の溶結凝灰岩が露出し‘独特の赤味を帯び

た灰色を呈している．鹿屋市荒平に採石場があり 「荒

平石」として切り出されていた．鹿児島市南部の中山

町より指宿市へ至る海岸地域にも断続的に阿多火砕流

の溶結凝灰岩が露出しているが，石切場の情報を得て

いないちなみに鹿児島市下福元町影原の清泉寺の磨

崖仏は阿多火砕流の溶結凝灰岩に彫られている．南さ

つま市栗野には，すでに述べたが阿多火砕流の石切場

(図20）が存在し切り出された石材を地元では「赤

水石」と呼んでいる

鹿児島市から鹿児島湾北部沿岸に至る地域の阿多火

砕流の溶結凝灰岩では．鹿児島市郡山町で切り出され

た石材が「花尾石」と呼ばれている．鹿児島市と姶良

市の境界付近に流れる思川と別府川流域にも阿多火砕

流の溶結凝灰岩が分布し、蒲生龍ヶ城の城壁として

使われた溶結凝灰岩には梵字が刻まれている． この地

域の溶結凝灰岩も石材として使われているが，石材名

はわからない．鹿児島県立博物館では，鹿児島市東佐

多町で採取した石材で石琴を作って展示し， 「蒲生石」

の名がつけられているが，平田(1995)にはその名が

なく，現地でその名が使われていたかは不明である

かつて「加治木石」のひとつとされた「桃木野石」は

黒石と呼ばれ，阿多火砕流の溶結凝灰岩と考えられる

が，平田（1995）も指摘したように，石切場の情報が

失われている大塚・西井上(1980)の示した地質図

にも，姶良市西別府桃木野付近に阿多火砕流堆積物は
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露悪
の可能性があり，調査が待たれる．宮之城の宗功寺公

園にある宮之城島津家累代の墓石も阿多火砕流の溶結

凝灰岩であるが，採石場・石材名はわからない．

9)福元火砕岩類（川辺ほか, 2004)

指宿市山川町福元周辺に分布する（川辺ほか．

2004)．正確な年代はわからないが．約6万年前の

フイッショントラック年代が報告（川辺・阪口

2003）されている新期指宿火山の竹山を構成する安山

岩と断層で接し、変形していることから，新期指宿火

山より古いとされている.福元火砕岩類は,宇井(1967）

の山川火砕流にほぼ一致し、特徴的な黄色を呈する凝

灰岩を挟在している．溶結度に関しては報告されてい

ない．

石材名と石切場:独特な黄色を呈する「山川石」は，

指宿市山川町福元周辺のみに分布する．比較的軟らか

く、均質細粒であるために綴密な細工に適した石材で

ある比重が軽く，微細な空隙が多いために乾燥し

た「山川石」は水をよく吸収する．乾燥した「山川石」

に舌先をつけると毛細管現象によって吸い付けられ

る． この微細な空隙の存在によって，発泡スチロール

のような効果がもたらされ，熱が伝わりにくいという

特質を持つ京都の泉涌寺塔頭のひとつである今熊野

観音寺の境内に． 「山川石」を使った島津義久の五輪

塔があり，慶長三年(1598年）の年号と島津義久の

名が刻まれている（図23)． 400年以上を経た今でも

文字がはっきりと読み取れ， 「山川石」が風化しにく

い石材であることがわかる石造物である

石造物：鹿児島市池之上町にある福昌寺の864基に

もおよぶ石造物は鹿児島市教育委員会(2014),藤

井(2014)に詳しい藤井(2014)によると，島津家

では初代から6代までに宝塔9代以降は宝筐印塔が

用いられ， 7代島津元久以降の当主墓には山川石が使

われている（図15). 「山川石」がⅢ ほかにない美し

い黄色を呈していること，軟らかく繊細な細工を施せ

ること，ほかの硬い溶結凝灰岩に比べて熱を伝えにく

く風化に強いことなどの石の性質を知って使われた可

能性がある．南さつま市坊津,鹿児島郡三島村（黒川，

2013 ;松田! 2013).徳之島にも「山川石」を使った

墓石などが知られている

10）岩戸火砕流（沢村， 1956）

おもに霧島市敷根から春山原周辺および隼人町松永

にかけて分布するが．局所的に姶良市．垂水市．鹿児

図23今熊野観音寺の島津義久の五輪塔
京都市東山区

図24隼人塚石像
蛎島市隼人町

島市にも露頭が存在する．一般に灰色を呈するが‘特

徴的に黒色スコリアを含む．

石材名と石切場：平田(1995)は隼人塚の石材を

切り出した場所を，天降川が山間部から平野へ移り変

わる隼人町松永としているこの地が国分平野の北西

端にあたり．天降川の岸近くで石材を切り出し運搬す

るには適していることから，間違いないと考えられる．

石造物：隼人塚石像物（図24）のほかに，霧島市

国分の大隅国分寺石造層塔にも岩戸火砕流の溶結凝灰

岩が使われている．

11）入戸火砕流（沢村， 1956）

鹿児島県の全域に分布し，非溶結部はシラスと呼ば

れている溶結部は霧島市の天降川流域．南九州市川

辺町．志布志市で見られる． ちなみに天降川の支流で

ある中津川の犬飼滝は入戸火砕流の溶結凝灰岩に懸

かっている（図4) 非溶結部は淡紅色～肌色で軽石

を多く含むが，溶結部は暗灰色～黒色を呈し，ユータ

キシテイック椛造が発達する．
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図25山田の凱旋門に使われた入戸火砕流の溶結凝灰岩
姶良市下名

図26入戸火砕流の溶結凝灰岩の石切場
志布志市夏井海岸

図27入戸火砕流の溶結凝灰岩を使った石倉
志布志市

図28神領10号墳の誉I抜式舟形石棺
大筋町神領

石材名と石切場：県指定史跡になっている霧島市横

川町赤水の岩堂観音南九州市川辺町の清水磨崖仏も

入戸火砕流の溶結凝灰岩に彫られている．姶良市の国

登録有形文化財に指定されている山田の凱旋門は入戸

火砕流の溶結凝灰岩を使用している（図25)．石材が

切り出されたと言い伝えられている上名の池平を訪れ

たが，採石場跡を見つけることができなかった．地元

の方によると，集落に人がいなくなり，採石場の場所

もわからないとの話だった．志布志市夏井海岸では．

｢白石」と呼ばれた石材を切り出した跡が残っている

(図26)．迫田(1991)は．運搬には舟を利用するこ

とが多く‘大正から昭和初期に石材を運搬した人物も

特定されていると報告している． さらにその用途は，

建築用の土台石，石倉石塀井戸の丸輪、門柱‘石

垣などに使われ‘その出荷先は大隅一円から宮崎県串

間方面に及んだと報告している．

石造物：姶良市の山田の凱旋門のほかに，志布志市

内では入戸火砕流の溶結凝灰岩を使った石塀や石倉

(図27）が多く残されているさらに大崎町にある前

方後円墳神領10号墳の剖抜式舟形石棺に使用されて

いる（図28 i大木ほか, 2011) 割抜式舟形石棺は．

中九州の阿蘇を取り巻く地域で知られ，阿蘇4火砕流

の溶結凝灰岩が使われていることから，今後の考古学

的研究が待たれる． ちなみに神領10号墳の石棺は志

布志市夏井海岸で切り出され（図26)，舟で運ばれた

と推定されている（大木ほか, 2011).

12）船倉火砕流（小野ほか， 1982）

船倉火砕流は鹿児島郡三島村の竹島と薩摩硫黄島に

分布し,層厚は5メートル以~ドと薄いが強溶結である

暗灰色～黒色を呈し，岩片や軽石をほとんど含まない

が，場所によってはつぶされた軽石を少量含む灰褐色

の部分も報告されている（黒川. 2013).

石材と石造物：船倉火砕流の溶結凝灰岩は三島村の

石造物の多くに使用されている（黒川. 2013 ;松田．

2013)
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鹿児島に分布する火砕流堆積物と溶結凝灰岩の石材

まとめ

鹿児島県下で分布が確認されている火砕流堆積物の

数は，鈴木ほか(1985)が報告した時点より増えてい

るが，溶結凝灰岩を伴う火砕流の数は基本的には変わ

らない． しかし，古い火砕流堆積物は浸食が進み‘分

布が局地的であるために存在を見落としている可能性

は否定できない例えば、姶良市住吉の新照寺は明治

に建てられた石造りのお寺で，国の登録有形文化財に

指定されている（図29)．姶良市の恒見勝則氏より‘

石材は同市の寺師黒葛野から切り出された「黒葛野

石」とお聞きしたが，石切場については信者の方から

確かな情報は得られなかった．石材の特徴は‘今回報

告した火砕流の溶結凝灰岩のいずれにも当てはまらな

い．黒葛野は新照寺の北方約2キロメートルの山間部

に位置し，大塚・西井上（1980）の地質図では加久藤

火砕流堆積物がこの地域に分布していることになって

いる今後， この地域の精査が必要であろう．

今回，溶結凝灰岩を伴う火砕流堆積物と石造物の石

材についてまとめてみたが，文化財として貴重な石造

物に関しては． その石材の同定を進める必要がある

また．石材が使われなくなり，石切場や石材の知識を

持った方が老齢化しつつある今日､それらの情報を収

集すること，その情報に基づいて石切場の位置と地層

名を記録することが急がれるさらに．記録が風化し

つつある石造物に対して研究分野を超えた調査研究が

求められる．
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図29石造りの新照寺
姶良市住吉
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